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窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
今
　
上
　
益
　
雄
一二三四五
は
じ
め
に
窃
盗
罪
と
鍛
棄
・
隠
匿
罪
と
の
区
別
使
用
窃
盗
と
処
罰
範
囲
窃
盗
罪
の
罪
質
と
不
法
領
得
の
意
思
の
再
構
成
ー
故
意
及
び
責
任
要
素
と
し
て
の
不
法
頷
得
の
意
思
お
わ
り
に
　
　
　
｝
　
は
　
じ
　
め
　
に
　
財
産
犯
の
う
ち
、
窃
盗
罪
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
領
得
罪
に
お
い
て
、
主
観
的
要
件
と
し
て
、
故
意
の
ほ
か
に
「
不
法
領
得
の
意
思
」
（
》
げ
q
a
δ
ぼ
器
畠
富
惹
魯
蒔
段
N
幕
蒔
霊
お
“
浮
鉱
σ
Q
蒙
茜
ω
魯
昏
ぼ
）
が
必
要
と
さ
れ
る
か
否
か
は
、
古
く
か
ら
刑
法
学
に
お
け
る
主
要
な
論
争
問
題
と
な
っ
て
今
日
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
　
不
法
領
得
の
意
思
の
必
要
性
は
多
く
の
諸
国
で
は
明
文
上
、
領
得
罪
の
成
立
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
解
釈
上
の
問
題
を
生
じ
な
い
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四
六
四
が
、
わ
が
国
で
は
、
現
行
刑
法
上
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
明
文
の
根
拠
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
見
解
が
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
　
不
法
領
得
の
意
思
必
要
説
は
、
窃
盗
罪
と
鍛
棄
・
隠
匿
罪
と
の
区
別
と
可
罰
的
な
窃
盗
と
不
可
罰
的
な
使
用
窃
盗
と
の
区
別
を
不
法
領
得
の
意
思
の
有
無
に
求
め
よ
う
と
す
る
点
に
実
益
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
点
に
つ
き
う
古
く
は
、
財
産
罪
の
保
護
法
益
を
財
物
に
対
す
る
事
実
上
の
支
配
そ
れ
自
体
と
す
る
所
持
説
鷲
不
法
領
得
の
意
思
不
要
説
が
、
所
有
権
そ
の
他
の
本
権
と
す
る
本
権
説
翻
不
法
領
得
の
意
思
必
要
説
が
帰
結
さ
れ
る
と
い
う
対
抗
関
係
が
み
ら
れ
た
。
　
所
持
説
か
ら
は
、
占
有
侵
害
の
事
実
を
認
識
・
認
容
し
て
行
為
を
し
た
以
上
、
窃
盗
の
故
意
が
あ
り
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
権
説
か
ら
は
、
右
の
行
為
の
み
で
は
、
占
有
侵
害
と
本
権
侵
害
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
そ
れ
を
架
橋
す
る
の
が
不
法
領
得
の
意
思
で
あ
る
と
解
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
不
法
領
得
の
意
思
は
、
窃
盗
の
故
意
と
は
別
個
の
構
成
要
件
の
客
観
的
要
素
の
範
囲
を
超
え
た
超
過
的
円
心
傾
向
（
ご
び
角
零
窯
の
の
ω
。
＆
の
ぎ
濤
簿
①
＆
①
餐
）
の
一
種
で
あ
る
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
不
法
領
得
の
意
思
の
必
要
性
は
、
本
権
説
に
準
拠
す
る
判
例
及
び
通
説
に
よ
っ
て
問
題
な
く
承
認
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
判
所
が
近
時
所
持
説
に
転
換
し
た
（
畷
鵬
謂
璃
瞼
弧
晃
醐
鰯
喋
鷺
山
パ
茄
蹴
鋸
六
、
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
必
要
説
を
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
従
来
当
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
本
権
説
と
必
要
説
と
の
結
合
が
、
少
な
く
と
も
判
例
上
は
崩
壊
し
、
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
本
権
説
か
所
持
説
か
と
い
う
保
護
法
益
の
問
題
と
は
パ
ラ
レ
ル
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
に
至
り
、
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
実
際
的
機
能
に
つ
い
て
再
検
討
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
情
に
あ
る
。
　
し
か
も
、
判
例
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
の
極
端
な
希
薄
化
は
、
必
要
説
・
不
要
説
の
い
ず
れ
に
立
っ
て
も
、
具
体
的
事
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
の
解
決
に
お
い
て
は
、
解
釈
論
的
に
は
ほ
と
ん
ど
接
近
し
、
大
差
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
さ
え
い
わ
れ
、
学
説
も
次
第
に
不
要
説
が
有
力
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
　
ま
た
、
必
要
説
の
内
部
に
お
い
て
も
、
不
要
領
得
の
意
思
の
内
容
及
び
機
能
の
把
え
方
に
大
ぎ
な
違
い
が
あ
り
、
不
要
説
の
間
で
も
、
使
用
窃
盗
の
処
罰
範
囲
と
そ
の
理
由
づ
け
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
問
題
の
状
況
は
単
純
で
は
な
い
。
　
こ
の
よ
う
な
複
雑
多
岐
な
論
争
の
現
情
を
ふ
ま
え
、
こ
の
小
稿
に
お
い
て
は
、
今
一
度
刑
法
の
基
本
原
則
で
あ
る
法
益
保
護
の
原
則
及
び
責
任
主
義
に
立
ち
帰
っ
て
、
最
も
問
題
と
な
る
窃
盗
罪
を
中
心
と
し
て
そ
の
罪
質
の
側
面
か
ら
不
法
領
得
の
意
思
を
再
検
討
し
若
干
の
私
見
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
は
、
先
ず
右
に
み
た
実
際
的
機
能
と
の
関
係
で
、
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
判
例
の
動
向
と
学
説
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
は
じ
め
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（
王
）
　
こ
の
点
は
、
「
不
法
領
得
の
意
思
」
を
テ
…
マ
と
す
る
多
く
の
論
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
野
育
三
「
不
法
領
得
の
意
思
」
判
　
例
刑
法
研
究
六
巻
六
二
頁
。
そ
し
て
前
野
教
授
は
、
「
残
さ
れ
た
ご
く
わ
ず
か
の
ち
が
い
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
論
争
す
る
余
地
　
　
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
」
「
不
法
領
得
の
意
思
ー
必
要
説
の
立
場
か
ら
」
論
争
刑
法
二
七
八
頁
と
さ
れ
る
が
、
「
ご
く
わ
ず
か
の
ち
が
い
」
　
　
し
か
な
い
と
い
っ
て
よ
い
か
は
、
そ
の
体
系
的
位
置
づ
け
に
も
関
係
し
て
、
解
釈
論
上
の
見
地
か
ら
は
疑
問
で
あ
る
。
二
　
窃
盗
罪
と
穀
棄
・
隠
匿
罪
と
の
区
別
8
　
判
例
の
動
向
　
　
　
東
　
洋
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学　判
　　　例
　　　は
　　　、
大
審
院
以
来
喜
貝
し
て
不
法
領
得
の
意
思
必
要
説
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
。
四
六
五
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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不
法
領
得
の
意
思
に
書
及
し
た
初
期
の
判
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
大
判
明
治
四
一
年
二
月
四
目
（
剛
鹸
ζ
が
あ
る
が
、
明
確
か
つ
詳
細
な
定
義
を
行
っ
た
指
導
的
判
例
は
、
同
大
正
四
年
五
月
二
一
日
（
翻
曝
も
．
）
が
著
名
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
た
め
に
は
、
不
法
に
物
を
自
己
に
領
得
す
る
意
思
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
う
え
、
不
法
領
得
の
意
思
と
は
、
「
権
利
者
ヲ
排
除
シ
テ
他
人
ノ
物
ヲ
自
己
ノ
所
有
物
ト
シ
テ
其
経
済
的
用
法
二
従
ヒ
利
用
若
ク
ハ
処
分
ス
ル
意
思
」
を
い
い
、
校
長
を
困
ら
せ
る
た
め
に
、
校
長
の
保
管
す
る
教
育
勅
語
の
謄
本
を
持
ち
出
し
て
教
室
の
天
井
裏
に
隠
匿
し
た
事
案
に
つ
き
、
単
に
殿
棄
・
隠
匿
の
意
思
で
占
有
を
移
転
し
て
も
不
法
領
得
の
意
思
は
な
い
と
し
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
。
豪
た
恩
顧
あ
る
人
の
た
め
に
競
売
を
延
期
さ
せ
る
目
的
で
裁
判
所
の
競
売
記
録
を
持
ち
出
し
て
自
宅
内
に
隠
匿
し
た
事
案
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
理
由
で
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
ず
、
公
用
文
書
殿
棄
罪
と
し
た
（
蝋
課
”
左
飛
一
一
）
。
　
こ
の
判
例
の
示
す
不
法
領
得
の
意
思
の
定
義
は
、
主
と
し
て
「
権
利
者
ヲ
排
除
」
す
る
意
思
に
よ
っ
て
不
法
領
得
の
意
思
の
消
極
的
側
面
を
示
し
、
窃
盗
と
不
可
罰
的
な
使
用
窃
盗
と
の
区
別
に
お
い
て
意
義
を
有
し
、
「
経
済
的
用
法
二
従
ヒ
之
ヲ
利
用
若
ク
ハ
処
分
ス
ル
」
意
思
に
よ
っ
て
そ
の
経
済
的
側
面
を
示
し
、
窃
盗
と
殿
棄
・
隠
匿
の
区
別
に
お
い
て
意
昧
を
も
つ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
両
者
は
、
「
他
人
ノ
物
ヲ
自
己
ノ
所
有
物
ト
シ
テ
」
の
語
で
連
結
さ
れ
て
お
り
、
前
段
と
後
段
の
間
に
必
然
的
な
関
係
が
あ
る
か
否
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
は
疑
問
で
あ
る
が
、
そ
の
法
律
的
側
面
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
右
二
つ
の
判
決
は
、
い
ず
れ
も
大
審
院
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
他
人
の
物
を
経
済
的
用
法
に
従
っ
て
利
用
・
処
分
す
る
意
思
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
、
基
本
的
に
は
最
高
裁
判
例
に
も
引
き
継
が
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
し
か
し
、
そ
の
後
の
判
例
の
変
遷
の
中
で
、
こ
の
部
分
は
次
第
に
形
式
的
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
つ
れ
不
法
領
得
の
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
思
を
肯
定
す
る
判
決
が
多
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
典
型
的
な
も
の
が
、
市
議
会
選
挙
に
際
し
、
自
己
の
支
持
す
る
特
定
の
候
補
者
を
当
選
さ
せ
る
た
め
得
票
数
を
増
加
さ
せ
る
意
図
で
、
投
票
所
管
理
者
の
保
管
す
る
市
選
挙
管
理
委
員
会
所
有
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
を
奪
取
し
た
事
案
で
あ
る
。
　
本
判
決
（
畷
鮒
璽
一
葦
沁
礪
ぴ
枇
九
）
で
は
、
原
審
（
鵡
雛
縞
潮
網
硫
輩
凱
簸
一
一
）
と
異
な
り
、
「
経
済
的
用
法
に
従
い
」
の
部
分
は
文
言
上
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
判
例
の
定
義
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
常
用
語
的
に
い
え
ば
、
「
経
済
的
用
法
に
従
っ
た
」
利
用
と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
法
領
得
の
意
思
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
経
済
的
用
法
、
二
従
ヒ
」
の
部
分
は
、
不
法
領
得
の
意
思
を
限
定
す
る
機
能
を
ほ
と
ん
ど
果
た
し
て
い
な
い
。
　
ま
た
、
本
判
決
に
先
駆
け
る
高
裁
判
例
で
は
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
単
な
る
「
処
分
の
意
思
し
を
も
っ
て
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
し
た
も
の
が
あ
る
。
　
犯
跡
隠
蔽
の
目
的
の
も
と
に
金
庫
を
取
り
出
し
、
現
場
か
ら
二
百
数
十
メ
；
ト
ル
離
れ
た
河
中
に
投
棄
し
た
事
案
に
つ
ぎ
、
判
旨
は
不
法
領
得
の
意
思
を
ほ
ぼ
従
前
と
同
様
に
定
義
し
つ
つ
、
「
換
言
す
れ
ば
他
人
の
物
を
事
実
上
自
己
の
完
全
な
支
配
に
移
し
之
を
使
用
処
分
し
て
自
ら
所
有
者
の
実
を
挙
ぐ
る
意
思
で
あ
る
」
と
定
義
し
な
お
し
（
吠
顕
繍
纈
騙
亀
、
実
際
に
は
、
経
済
的
用
法
に
従
う
意
思
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
所
有
者
の
実
を
挙
ぐ
る
意
思
」
を
も
っ
て
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
る
も
の
と
認
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
口
　
学
説
　
学
説
に
は
、
不
法
領
得
の
意
思
の
積
極
的
側
面
を
専
ら
法
律
的
に
理
解
し
、
こ
れ
を
「
財
物
に
つ
き
み
ず
か
ら
所
有
者
と
し
て
振
舞
う
意
思
」
を
意
味
す
る
と
し
、
経
済
的
な
利
益
取
得
と
い
う
点
は
こ
と
さ
ら
問
題
と
せ
ず
、
領
得
の
意
思
は
利
得
の
意
思
と
は
異
な
る
か
ら
、
単
に
殿
棄
・
隠
匿
す
る
意
思
で
盗
み
出
す
場
合
で
も
、
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
り
、
窃
盗
罪
が
成
立
し
う
る
と
す
る
見
解
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
七
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四
六
八
　
　
（
4
）
が
あ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
少
な
く
と
も
窃
盗
罪
と
殿
棄
・
隠
匿
罪
と
の
区
別
に
関
す
る
限
り
、
窃
盗
罪
に
不
法
領
得
の
意
思
を
必
要
と
し
た
意
義
は
失
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
回
避
し
つ
つ
、
判
例
を
統
一
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
不
法
領
得
の
意
思
と
し
て
経
済
的
用
法
に
従
っ
て
利
用
処
分
す
る
意
思
ま
で
は
必
要
で
な
い
と
し
て
も
、
「
少
な
く
と
も
他
人
の
物
の
効
用
を
利
用
す
る
方
法
で
使
用
・
処
分
す
る
意
思
」
が
必
　
　
　
（
5
）
要
で
あ
る
と
か
、
窃
盗
罪
は
利
欲
犯
で
あ
り
、
不
法
領
得
の
意
思
こ
そ
が
利
欲
犯
の
本
質
的
特
徴
を
な
す
の
で
、
利
欲
的
心
情
の
現
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
と
認
め
る
程
度
の
も
の
、
換
言
す
れ
ば
「
物
の
用
法
に
従
っ
て
利
用
す
る
意
思
」
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
が
あ
る
。
　
他
方
、
不
要
説
の
立
場
か
ら
、
殿
棄
・
隠
匿
の
意
思
で
他
人
の
財
物
の
占
有
を
取
得
し
た
者
が
、
も
し
殿
棄
・
隠
匿
の
行
為
に
出
な
か
っ
た
場
合
、
ど
う
取
扱
う
か
を
問
題
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
隠
匿
に
つ
い
て
は
、
財
物
の
占
有
を
取
得
し
た
時
期
に
事
実
上
隠
匿
行
為
の
着
手
が
あ
る
と
認
め
う
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
別
論
と
し
て
も
、
殿
棄
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
損
壊
・
放
棄
等
の
行
為
が
開
始
さ
れ
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
実
行
の
着
手
が
あ
る
と
す
る
ほ
か
な
い
か
ら
、
行
為
者
が
財
物
を
奪
取
し
た
だ
け
で
殿
棄
等
に
出
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
い
以
上
、
結
局
窃
盗
罪
も
殿
棄
罪
も
成
立
せ
ず
、
被
害
者
の
保
護
に
欠
け
る
。
　
ま
た
、
行
為
者
が
、
当
初
、
鍛
棄
・
隠
匿
の
意
思
で
占
有
を
奪
っ
て
財
物
に
つ
い
て
後
に
経
済
的
用
法
に
従
っ
た
利
用
・
処
分
を
行
っ
た
場
合
に
も
、
こ
れ
を
窃
盗
罪
と
み
る
に
は
、
窃
取
行
為
が
存
在
し
な
い
し
、
横
領
罪
と
解
す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
財
物
の
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
信
頼
関
係
が
欠
け
る
点
で
、
と
も
に
不
都
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
（
1
）
　
大
塚
仁
教
授
は
、
本
判
決
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
を
故
意
に
属
す
る
も
の
と
し
て
引
胴
さ
れ
る
。
大
塚
仁
・
注
解
刑
法
一
〇
五
七
頁
。
同
（（32））
（
4
）
（（65
））
（（87））
旨
内
田
文
昭
「
隠
匿
行
為
と
不
法
領
得
の
意
思
」
刑
法
判
例
百
選
豆
（
各
論
）
一
四
三
頁
。
し
か
し
、
一
般
に
は
、
故
意
と
は
別
個
の
主
観
的
要
素
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
前
野
育
三
、
前
掲
判
例
刑
法
研
究
六
五
頁
。
　
曽
根
威
彦
「
窃
盗
罪
ω
ー
不
法
領
得
の
意
思
」
刑
法
演
習
嚢
（
各
論
）
六
九
頁
。
　
大
審
院
と
同
系
統
に
属
し
、
不
法
領
得
の
意
思
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
自
動
車
登
簿
原
簿
を
一
時
利
用
で
き
な
い
状
態
に
お
く
た
め
備
付
場
所
か
ら
持
ち
去
っ
た
東
京
高
判
昭
三
〇
・
四
・
九
高
刑
集
八
・
三
・
三
三
七
や
、
仕
返
し
の
た
め
海
中
に
投
棄
す
る
目
的
で
・
ン
バ
！
ト
・
チ
ェ
ソ
ソ
ー
を
持
ち
出
し
た
仙
台
高
判
昭
四
六
・
六
・
二
一
高
刑
集
三
四
・
二
・
四
一
八
等
が
あ
る
が
、
後
の
使
用
窃
盗
に
関
連
し
て
引
用
す
る
判
例
の
よ
う
に
、
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
す
る
も
の
が
多
い
。
　
団
藤
重
光
「
刑
法
綱
要
各
論
」
（
増
補
版
）
四
五
四
頁
、
福
田
平
「
刑
法
各
論
」
（
新
版
）
二
五
七
頁
、
小
野
清
一
郎
「
新
訂
刑
法
講
義
各
論
」
二
三
七
頁
。
　
西
原
春
夫
「
犯
罪
各
論
」
二
一
二
頁
。
　
平
野
竜
一
「
刑
法
概
説
」
二
〇
五
頁
。
な
お
、
不
法
領
得
の
意
思
は
、
他
人
の
財
物
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
経
済
的
利
得
を
得
る
意
思
で
あ
る
と
し
て
、
鍛
棄
・
隠
匿
の
意
思
で
財
産
の
占
有
を
奪
っ
て
も
窃
盗
罪
と
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
江
家
義
男
「
刑
法
各
論
」
（
増
補
版
）
二
七
〇
頁
。
類
似
の
見
解
と
し
て
宮
本
英
脩
「
刑
法
大
綱
」
三
二
五
頁
。
　
木
村
亀
二
「
刑
法
各
論
」
二
四
頁
。
大
塚
仁
、
前
掲
一
〇
六
〇
1
一
〇
六
一
頁
。
　
大
塚
仁
・
前
掲
一
〇
六
一
頁
。
同
「
刑
法
概
説
（
各
論
）
」
一
七
〇
ー
一
七
一
頁
。
三
　
使
用
窃
盗
と
処
罰
範
囲
　
e
　
判
例
の
動
向
　
不
法
領
得
の
意
思
に
関
す
る
判
例
の
変
遷
は
、
が
決
定
的
に
増
加
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
　
　
　
　
東
　
洋
法
　
学
現
象
的
に
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
な
っ
て
自
動
車
等
の
一
時
使
用
四
六
九
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
〇
大
正
年
間
及
び
昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
は
、
自
動
車
の
一
時
使
用
に
つ
い
て
不
法
領
得
の
意
思
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
た
判
例
は
み
あ
た
ら
な
い
。
　
判
例
は
、
先
ず
自
転
車
を
無
断
使
用
し
、
そ
の
一
部
を
損
壊
し
た
事
案
に
つ
き
、
不
法
領
得
の
意
思
は
無
く
、
窃
盗
罪
を
構
成
し
な
い
と
い
う
原
則
的
な
立
場
か
ら
出
発
し
た
（
漱
舗
款
替
一
亨
賜
）
。
そ
こ
で
は
、
不
法
領
得
の
意
思
と
は
「
終
局
的
二
被
害
者
ノ
所
持
ヲ
奪
ヒ
事
実
上
自
己
ノ
完
全
ナ
ル
支
配
二
移
シ
之
ヲ
使
用
処
分
シ
テ
自
ラ
所
有
者
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
意
思
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
乗
り
捨
て
る
意
思
が
あ
れ
ば
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
自
転
車
の
一
時
使
用
は
、
価
値
の
消
費
が
と
る
に
足
り
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
判
例
上
は
、
返
還
の
意
思
の
有
無
が
決
定
的
に
重
要
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
役
割
を
演
じ
、
そ
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
時
期
に
よ
る
差
異
は
ほ
と
ん
ど
み
い
出
し
難
い
。
　
他
方
、
自
動
車
の
無
断
使
用
に
つ
い
て
は
、
返
還
の
意
思
が
あ
る
場
合
で
も
、
盗
窃
罪
の
成
立
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
転
機
に
な
っ
た
の
は
、
盗
品
の
運
搬
の
た
め
に
他
人
の
所
有
す
る
ト
ラ
ッ
ク
を
無
断
借
用
し
、
こ
れ
を
翌
朝
ま
で
に
元
の
位
置
に
戻
し
て
お
く
こ
と
を
反
覆
し
て
い
た
事
案
に
つ
き
、
傍
論
で
は
あ
る
が
不
法
領
得
の
意
思
を
認
め
た
最
判
昭
和
四
三
年
九
月
一
九
日
（
蝋
囎
薙
）
で
あ
る
。
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
の
背
景
に
は
、
同
種
の
特
別
の
事
惜
の
あ
る
事
案
に
つ
い
て
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
高
裁
判
例
の
集
積
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
盗
品
の
運
搬
の
た
め
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
元
の
場
所
へ
戻
す
意
図
で
あ
っ
て
も
、
自
動
車
を
数
時
間
に
わ
た
っ
て
無
断
使
用
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
間
完
全
に
自
己
の
支
配
下
に
お
く
意
図
が
あ
れ
ば
、
返
還
の
意
思
が
あ
っ
て
も
、
な
お
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
る
と
す
る
も
の
（
繰
難
認
騒
慌
耽
却
齢
慣
○
）
等
、
一
連
の
最
高
裁
判
例
が
現
わ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
事
情
は
、
船
舶
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
窃
盗
後
逃
走
す
る
た
め
に
海
岸
に
繋
留
中
の
他
人
の
モ
！
タ
ー
付
肥
料
船
に
乗
り
込
み
約
半
丁
程
漕
ぎ
出
し
た
と
こ
ろ
で
捕
っ
た
事
案
に
つ
き
、
永
久
的
に
経
済
的
利
益
を
保
持
す
る
意
思
が
あ
る
必
要
は
な
く
、
一
時
的
に
も
権
利
者
を
排
除
し
て
完
全
な
支
配
を
取
得
す
る
意
思
が
あ
れ
ば
、
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
る
と
さ
れ
た
（
撮
難
翼
蔽
晃
野
毯
）
。
　
こ
の
よ
う
に
、
自
転
車
と
自
動
車
・
船
舶
と
で
無
断
使
用
に
つ
い
て
不
法
領
得
の
意
思
の
認
定
基
準
に
や
や
差
異
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
は
、
一
時
使
用
後
に
返
還
す
る
意
思
が
あ
る
場
合
で
も
、
時
間
の
長
短
・
財
物
の
価
値
の
消
費
の
程
度
如
何
に
加
え
て
、
犯
行
目
的
で
利
用
し
た
か
等
の
特
別
の
事
情
が
、
か
な
り
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
ち
な
み
に
、
近
時
の
高
裁
判
例
で
あ
る
が
、
強
盗
犯
人
が
犯
行
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
発
覚
を
避
け
る
目
的
で
他
人
の
自
動
車
を
約
三
〇
分
問
、
進
行
距
離
約
一
五
キ
p
メ
…
ト
ル
無
断
使
用
し
て
元
の
場
所
に
戻
し
た
事
案
に
つ
き
、
「
重
大
な
犯
罪
を
遂
行
す
る
の
に
利
用
す
る
と
い
う
目
的
」
が
あ
り
、
「
返
還
を
目
的
な
い
し
強
く
意
識
し
て
権
利
者
の
た
め
に
誠
実
に
こ
れ
を
な
す
」
意
思
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
、
「
所
有
者
の
権
利
を
排
除
し
、
あ
た
か
も
自
己
の
所
有
物
と
同
様
に
こ
れ
を
使
用
す
る
意
思
」
の
存
在
を
肯
定
し
た
も
の
が
あ
る
（
犠
融
鴫
識
備
樫
醜
一
㌦
）
。
　
口
　
学
説
　
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
を
、
基
本
的
に
は
大
審
院
大
正
四
年
判
決
と
同
様
に
解
す
る
立
場
で
は
、
使
用
窃
盗
は
窃
盗
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
を
構
成
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
他
方
、
「
そ
の
財
物
に
つ
き
、
み
ず
か
ら
所
有
者
と
し
て
振
舞
う
意
思
」
と
解
す
る
立
場
で
も
、
　
一
般
に
使
用
窃
盗
は
窃
盗
罪
に
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
ら
な
い
が
、
価
値
の
消
費
を
と
も
な
う
場
合
に
は
、
窃
盗
罪
の
成
立
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
た
と
い
一
時
的
に
せ
よ
完
全
に
権
利
者
を
排
除
す
る
側
面
を
強
調
す
る
と
き
は
、
不
可
罰
的
な
使
用
窃
盗
の
許
容
範
囲
は
著
し
く
狭
く
な
り
、
不
要
説
の
結
論
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
一
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
二
　
不
法
領
得
の
意
思
を
経
済
的
な
利
用
意
思
と
解
す
る
立
場
で
は
、
一
時
的
に
せ
よ
、
他
人
の
物
を
利
用
す
る
以
上
、
原
則
と
し
て
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
と
い
う
帰
結
が
一
貫
す
る
が
、
こ
の
立
場
か
ら
も
、
一
時
使
用
の
程
度
如
何
で
は
、
不
法
領
得
の
意
思
に
達
し
な
い
場
合
も
留
保
さ
れ
、
そ
の
限
界
は
、
「
所
有
権
者
が
許
容
し
な
い
で
あ
ろ
う
程
度
の
実
質
的
な
利
用
を
す
る
意
思
」
が
あ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
ま
た
、
不
要
説
の
立
場
か
ら
は
、
裸
の
所
持
説
が
使
用
窃
盗
の
不
可
罰
性
を
原
則
的
に
認
め
な
い
方
向
に
あ
る
ほ
か
、
そ
の
根
拠
を
不
法
領
得
の
意
思
が
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
行
為
自
体
が
い
ま
だ
可
罰
的
な
財
物
の
占
有
を
取
．
得
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
と
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
さ
れ
、
そ
の
区
別
は
、
短
時
間
使
用
後
返
還
し
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
社
会
生
活
上
の
一
般
的
承
諾
を
こ
え
た
か
ど
う
か
と
い
う
客
観
的
事
実
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
　
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
し
た
も
の
と
し
て
、
雇
主
の
未
払
給
料
を
確
保
す
る
目
的
で
自
転
車
を
持
ち
帰
っ
た
事
案
に
つ
き
東
京
高
判
昭
三
六
・
六
・
八
東
高
刑
時
報
一
二
・
六
・
九
二
等
、
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
女
性
を
姦
淫
す
る
た
め
に
犯
行
現
場
に
お
も
む
く
た
め
翌
朝
元
へ
戻
す
意
図
で
自
転
車
を
無
断
使
用
し
た
事
案
に
つ
ぎ
京
都
地
判
昭
五
一
・
二
一
二
七
判
時
八
四
七
・
二
二
等
が
あ
る
。
　
被
告
人
が
行
為
の
二
〇
顕
位
前
か
ら
自
動
車
の
合
鍵
を
ひ
そ
か
に
持
ち
出
し
て
い
た
と
い
う
事
案
に
つ
き
東
京
高
判
昭
三
三
・
三
・
四
高
刑
集
一
一
・
二
・
六
七
、
盗
品
の
運
搬
に
使
用
し
て
い
た
事
案
に
つ
き
同
昭
三
三
・
四
・
二
東
高
飛
時
報
九
・
四
・
九
七
等
。
　
藤
木
英
雄
「
刑
法
講
義
各
論
」
二
八
一
頁
、
大
谷
実
「
刑
法
講
義
各
論
」
二
〇
七
頁
、
井
上
正
治
「
全
訂
刑
法
学
（
各
則
）
」
一
〇
三
・
四
九
頁
等
。
　
団
藤
博
士
は
、
自
動
車
の
一
時
使
溺
が
「
価
値
」
の
消
費
を
と
も
な
う
こ
と
を
理
由
に
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
判
例
を
肯
定
さ
れ
る
。
前
掲
四
五
四
頁
。
（
5
）
（
6
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）
平
野
竜
一
・
前
掲
二
〇
七
頁
。
木
村
亀
二
・
前
掲
二
四
ー
二
五
頁
。
大
塚
　
仁
・
前
掲
各
論
一
七
一
頁
。
中
義
勝
「
刑
法
各
論
」
二
二
七
頁
。
内
田
文
昭
「
刑
法
各
論
（
上
と
二
五
五
頁
。
四
　
窃
盗
罪
の
罪
質
と
不
法
領
得
の
意
思
の
再
構
成
i
故
意
及
ぴ
責
任
要
素
と
し
て
の
不
法
領
得
の
意
思
　
e
　
窃
盗
罪
の
罪
質
の
二
面
性
と
不
法
領
得
の
意
思
と
の
関
係
　
従
来
、
不
法
領
得
の
意
思
の
要
否
が
財
産
罪
の
保
護
法
益
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
で
論
じ
ら
れ
ぎ
た
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
が
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
と
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
右
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
　
本
権
説
の
論
者
か
ら
も
不
要
説
が
有
力
に
主
張
さ
れ
、
ま
た
最
も
徹
底
し
た
所
有
権
侵
害
を
内
容
と
す
る
器
物
損
壊
罪
に
お
い
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
不
法
領
得
の
意
思
が
必
要
と
さ
れ
な
い
の
も
、
こ
の
結
論
の
妥
当
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
見
は
、
不
法
領
得
の
意
思
を
窃
盗
罪
の
基
本
法
益
の
側
面
か
ら
所
有
権
の
侵
害
・
危
険
の
認
識
・
認
容
と
し
て
違
法
構
成
要
件
の
故
意
と
し
て
位
置
づ
け
、
他
方
で
窃
盗
罪
の
利
欲
犯
と
し
て
の
側
面
か
ら
、
利
欲
的
意
思
を
責
任
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
目
的
的
行
為
論
に
立
た
ず
に
、
故
意
の
成
立
に
は
犯
罪
事
実
の
認
識
・
認
容
で
足
り
る
が
、
他
方
に
お
い
て
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
が
故
意
と
は
別
個
の
有
責
性
の
要
素
と
す
る
責
任
説
と
同
様
の
思
考
方
法
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
三
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
四
　
先
ず
、
不
法
領
得
の
意
思
を
窃
盗
罪
の
故
意
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
か
ら
考
察
し
よ
う
。
　
窃
盗
罪
の
保
護
法
益
は
所
有
権
そ
の
他
の
本
権
か
占
有
か
。
私
見
は
、
多
く
の
論
者
と
同
じ
く
基
本
的
に
は
所
有
権
そ
の
他
の
本
権
（
以
下
に
は
「
所
有
権
」
と
引
用
す
る
。
）
で
あ
る
と
考
え
つ
つ
、
他
方
で
刑
法
的
に
保
護
す
る
に
値
す
る
「
平
穏
な
占
有
」
あ
る
い
は
「
一
応
理
由
の
あ
る
占
有
」
も
派
生
的
な
保
護
法
益
と
考
え
る
。
　
所
有
権
を
基
本
的
法
益
と
す
る
理
由
は
、
財
物
の
占
有
・
利
用
の
保
護
の
重
要
性
が
社
会
・
経
済
的
に
ど
れ
程
高
ま
っ
て
も
、
私
的
所
有
の
保
護
こ
そ
が
資
本
制
経
済
社
会
の
基
礎
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
わ
が
刑
法
に
お
け
る
財
産
罪
の
究
極
の
任
務
で
あ
り
、
所
有
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
を
侵
害
す
る
行
為
こ
そ
が
、
窃
盗
罪
と
し
て
処
罰
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
占
有
も
ま
た
あ
わ
せ
て
派
生
的
法
益
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
所
持
説
が
い
う
よ
う
に
、
所
有
権
を
そ
の
侵
害
か
ら
十
分
に
保
護
す
る
た
め
に
は
占
有
自
体
を
直
接
保
護
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
窃
盗
罪
と
横
領
罪
、
と
り
わ
け
て
占
有
離
脱
物
横
領
罪
と
の
間
に
み
ら
れ
る
か
な
り
大
き
な
法
定
刑
の
違
い
は
、
窃
盗
罪
は
占
有
侵
害
を
も
と
も
な
う
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
右
の
所
説
は
、
本
権
説
の
論
者
も
多
か
れ
少
な
か
れ
当
然
の
前
提
と
し
て
き
た
立
論
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
　
と
こ
ろ
が
、
本
権
説
に
立
っ
て
不
法
領
得
の
意
思
必
要
説
を
主
張
す
る
見
解
は
、
こ
の
窃
盗
罪
の
保
護
法
益
の
二
面
性
を
正
当
に
指
摘
し
な
が
ら
、
不
法
領
得
の
意
思
を
故
意
と
は
別
個
の
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
把
握
す
る
点
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
窃
盗
罪
の
法
益
が
二
重
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
斎
藤
豊
治
教
授
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
財
物
の
奪
取
行
為
も
、
所
有
権
侵
害
と
占
有
侵
害
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
の
二
側
面
か
ら
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
財
物
奪
取
行
為
は
、
　
一
面
で
派
生
的
な
法
益
で
あ
る
占
有
を
侵
害
す
る
と
い
う
点
で
侵
害
犯
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
所
有
者
が
法
律
上
所
有
権
を
失
な
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
『
い
ま
だ
基
本
法
益
た
る
所
有
権
の
処
分
権
能
に
対
す
る
現
実
的
な
侵
害
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
所
有
権
と
の
関
係
で
は
危
険
犯
の
一
種
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
所
有
権
の
現
実
的
侵
害
は
、
占
有
移
転
後
の
事
後
的
な
処
分
行
為
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
現
実
化
す
る
。
こ
の
場
合
の
所
有
権
の
現
実
的
侵
害
は
、
窃
盗
犯
人
に
よ
る
盗
品
の
売
却
・
質
入
れ
等
の
法
律
的
処
分
に
限
ら
ず
、
鍛
棄
・
隠
匿
・
利
用
妨
害
等
の
事
実
的
あ
る
い
は
経
済
的
な
処
分
に
よ
っ
て
も
発
生
す
る
。
も
っ
と
も
、
財
物
の
奪
取
が
あ
れ
ば
、
占
有
権
限
も
占
有
す
べ
き
権
利
た
る
所
有
権
の
権
能
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
客
観
面
に
お
い
て
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
所
有
権
侵
害
に
対
す
る
高
度
の
危
険
性
を
有
し
、
そ
の
こ
と
は
、
主
観
面
に
お
い
て
も
、
財
物
の
奪
取
に
つ
い
て
の
認
識
・
認
容
は
所
有
権
侵
害
・
危
険
の
認
識
・
認
容
を
と
も
な
う
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
し
か
し
、
財
物
の
占
有
侵
害
に
対
す
る
認
識
・
認
容
と
所
有
権
侵
害
・
危
険
の
認
識
・
認
容
は
概
念
的
に
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
り
、
所
有
権
侵
害
・
危
険
の
発
生
は
違
法
構
成
要
件
に
お
い
て
類
型
化
さ
れ
た
客
観
的
外
部
的
事
実
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
認
識
・
認
容
は
窃
盗
罪
の
故
意
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
不
法
領
得
の
意
思
は
、
所
有
権
侵
害
・
危
険
の
認
識
と
し
て
、
本
権
説
に
お
い
て
は
じ
め
て
故
意
論
の
中
に
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
次
は
、
利
欲
的
意
思
を
、
窃
盗
罪
の
責
任
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
る
点
で
あ
る
。
　
こ
の
問
題
は
、
窃
盗
罪
と
殿
棄
・
隠
匿
罪
と
の
法
定
刑
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
る
か
に
も
関
わ
る
。
こ
れ
は
、
仮
に
本
権
説
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
五
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
六
B
不
法
領
得
の
意
思
必
要
説
と
い
う
関
係
に
論
理
的
必
然
性
が
な
い
と
し
て
も
、
必
要
説
が
最
後
に
譲
れ
な
い
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
近
時
あ
ら
た
め
て
強
く
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
財
物
の
占
有
に
対
す
る
侵
害
は
、
窃
盗
に
よ
っ
て
も
殿
棄
・
隠
匿
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
窃
盗
罪
に
重
い
刑
が
科
せ
ら
れ
る
の
は
、
犯
人
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
ら
の
経
済
的
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
意
思
、
つ
ま
り
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
り
、
そ
こ
に
道
義
的
非
難
の
要
素
の
大
な
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
利
得
意
思
が
あ
る
か
ら
こ
そ
窃
盗
罪
が
多
く
行
わ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
防
止
す
る
と
い
う
刑
事
政
策
的
な
要
請
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
。
　
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
利
得
の
意
思
を
犯
罪
論
体
系
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
　
利
欲
的
意
思
の
あ
る
こ
と
が
窃
盗
罪
を
多
発
さ
せ
、
立
法
者
は
こ
れ
を
考
慮
し
て
刑
を
重
く
し
て
き
た
と
い
う
刑
事
政
策
的
ア
プ
・
ー
チ
は
、
犯
罪
論
体
系
に
と
っ
て
外
在
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
を
専
ら
違
法
論
の
レ
ベ
ル
で
把
え
る
か
責
任
論
の
レ
ベ
ル
で
把
え
る
か
に
帰
着
す
る
。
　
私
見
は
、
違
法
性
の
実
質
を
法
益
侵
害
と
い
う
結
果
無
価
値
性
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
一
般
論
と
し
て
、
財
物
の
回
復
の
可
能
性
は
窃
盗
罪
の
方
が
殿
棄
・
隠
匿
罪
よ
り
も
大
き
く
（
鯛
働
勉
醸
擁
礎
隷
肚
鰍
鷲
融
翻
物
V
、
そ
の
限
り
で
、
法
定
刑
0
違
い
を
違
法
論
の
レ
ベ
ル
で
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
利
欲
的
な
意
思
が
殿
棄
・
殿
棄
の
意
思
に
比
べ
て
、
法
益
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
危
険
性
を
有
す
る
と
の
主
張
も
、
そ
の
主
観
が
財
物
の
奪
取
と
い
う
行
為
に
客
観
化
さ
れ
る
段
階
で
は
、
所
有
権
侵
害
の
危
険
性
が
よ
り
大
き
い
と
い
う
差
異
を
見
い
出
し
難
い
と
思
わ
れ
る
。
　
結
局
、
利
欲
的
心
情
の
現
わ
れ
が
よ
り
大
き
な
道
義
的
非
難
に
値
す
る
も
の
と
し
て
責
任
論
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
り
、
責
任
要
素
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
窃
盗
罪
を
こ
の
よ
う
に
利
欲
的
動
機
に
起
因
す
る
犯
罪
と
把
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
行
為
責
任
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
枠
内
で
把
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
行
為
者
類
型
的
罪
質
の
も
の
と
し
て
把
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
　
な
お
、
不
要
説
の
立
場
か
ら
、
客
観
的
行
為
形
態
の
差
異
か
ら
出
発
し
、
窃
盗
罪
は
財
物
の
占
有
を
侵
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
財
産
秩
序
全
体
の
基
礎
を
危
く
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
内
容
と
す
る
の
に
対
し
、
殿
棄
・
隠
匿
罪
は
、
単
に
財
物
を
損
壊
・
放
棄
等
の
行
為
を
内
容
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
、
財
産
罪
と
し
て
の
刑
法
的
評
価
に
差
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
（
5
）
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
窃
盗
罪
を
は
じ
め
と
す
ゐ
刑
法
の
財
産
罪
規
定
は
典
型
的
な
個
人
的
法
益
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
法
益
の
再
構
成
に
よ
り
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
　
口
　
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
と
機
能
　
不
法
領
得
の
意
思
を
、
一
方
で
所
有
権
侵
害
・
危
険
の
認
識
・
認
容
と
し
て
故
意
に
位
置
づ
け
、
他
方
で
利
欲
的
意
思
が
故
意
と
は
別
個
の
規
範
的
な
責
任
非
難
を
基
礎
づ
け
る
責
任
要
素
と
位
置
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
次
に
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
と
そ
の
実
際
的
機
能
と
の
関
連
を
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
私
見
に
よ
れ
ば
、
窃
盗
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
る
限
界
的
事
例
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
側
面
か
ら
の
検
討
を
要
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
不
法
領
得
の
意
思
を
も
っ
て
、
他
人
の
財
物
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
経
済
的
利
益
を
取
得
す
る
意
思
と
解
し
て
、
殿
棄
罪
と
の
区
別
に
念
頭
を
お
く
見
解
も
、
逆
に
権
利
者
を
排
除
し
て
所
有
権
の
内
容
を
行
使
し
、
そ
の
財
物
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
所
有
者
と
し
て
振
舞
う
意
思
と
解
し
、
使
用
窃
盗
と
の
区
別
を
念
頭
を
お
く
見
解
も
、
と
も
に
一
面
的
で
あ
り
、
妥
当
で
は
な
い
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
ヤ
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
八
　
そ
の
限
り
で
は
、
権
利
者
の
排
除
、
所
有
者
意
思
、
経
済
的
な
利
用
・
処
分
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
判
例
の
標
準
的
定
義
が
二
つ
の
側
面
を
把
え
て
い
る
点
で
、
よ
り
妥
当
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
私
見
の
よ
う
に
、
不
法
領
得
の
意
思
を
故
意
と
責
任
要
素
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
分
別
す
る
と
き
は
、
二
つ
の
要
素
を
結
合
し
て
理
解
す
る
必
要
は
な
い
が
、
強
い
て
統
一
的
定
義
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
不
法
領
得
の
意
思
と
は
、
「
権
利
者
を
排
除
し
て
他
人
の
財
物
の
効
用
を
利
用
す
る
方
法
で
利
用
・
処
分
す
る
意
思
」
と
解
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
　
右
の
定
義
に
よ
る
実
際
的
機
能
及
び
そ
の
適
用
の
限
界
は
何
か
。
　
第
一
に
、
「
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
」
が
必
要
な
点
で
あ
る
。
違
法
性
の
実
質
を
法
益
侵
害
性
に
求
め
る
以
上
、
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
と
し
て
、
権
利
者
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
と
い
う
所
有
権
侵
害
に
向
け
ら
れ
た
意
思
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
が
使
用
窃
盗
の
成
否
に
関
連
し
て
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。
使
用
窃
盗
の
可
罰
性
を
原
則
的
に
肯
定
す
る
見
解
は
、
不
可
罰
的
な
使
用
窃
盗
は
占
有
取
得
が
不
完
全
だ
か
ら
と
説
く
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
占
有
移
転
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
よ
う
な
ご
く
例
外
的
な
場
合
に
し
か
不
可
罰
的
な
使
用
窃
盗
は
認
め
ら
れ
ず
、
所
有
者
に
実
質
的
な
損
害
を
与
え
な
い
場
合
に
も
窃
盗
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
こ
と
と
な
り
賛
成
し
難
い
。
　
本
来
的
な
窃
盗
が
完
全
・
永
久
の
排
除
と
把
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
使
用
窃
盗
は
、
返
還
の
意
思
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
所
有
権
侵
害
の
具
体
的
危
険
性
は
不
完
全
・
一
時
的
で
あ
っ
て
、
両
者
は
明
ら
か
に
類
型
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
使
用
窃
盗
の
可
罰
性
は
、
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
の
存
在
と
い
っ
た
主
観
的
側
面
か
ら
の
み
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
所
有
権
侵
害
の
現
実
的
危
険
性
の
有
無
と
い
う
客
観
的
側
面
、
す
な
わ
ち
権
利
者
排
除
の
程
度
こ
そ
が
間
題
と
さ
れ
る
　
　
　
　
　
（
7
）
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
使
用
す
る
時
間
、
態
様
、
客
体
の
財
産
的
価
値
と
使
用
価
値
等
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
物
の
使
用
に
と
も
な
い
価
値
の
消
費
が
あ
っ
た
か
否
か
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
不
可
罰
的
な
使
用
窃
盗
の
場
合
は
、
所
有
者
に
対
し
て
実
質
的
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
な
く
財
物
の
返
還
が
占
有
取
得
の
時
点
で
存
在
す
る
場
合
で
あ
り
、
こ
の
と
き
は
所
有
権
侵
害
に
対
す
る
認
容
、
す
な
わ
ち
故
意
を
欠
く
。
逆
に
返
還
す
る
意
思
が
あ
っ
て
も
、
所
有
者
に
対
し
て
実
質
的
な
損
害
を
与
え
る
意
思
が
占
有
取
得
の
段
階
で
存
在
す
れ
ば
、
窃
盗
罪
の
故
意
が
認
め
ら
れ
、
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
し
た
が
っ
て
、
無
断
使
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
所
有
者
の
財
物
に
対
す
る
利
用
を
実
質
的
に
妨
げ
た
り
、
財
物
自
体
の
使
用
ま
た
は
交
換
価
値
を
軽
微
と
い
え
な
い
程
度
ま
で
減
少
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
等
に
よ
り
所
有
者
に
実
質
的
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
た
と
い
一
時
使
用
後
、
財
物
が
返
還
さ
れ
て
も
、
使
用
窃
盗
と
し
て
不
可
罰
と
は
さ
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
前
掲
最
決
昭
和
四
三
年
は
、
盗
品
の
運
搬
に
用
い
た
点
を
重
視
し
た
点
に
は
疑
間
が
あ
り
、
こ
れ
と
類
似
す
る
判
例
も
あ
る
（
葡
躍
療
鯨
偶
調
鞠
）
が
、
結
論
は
肯
定
し
て
よ
い
。
　
し
か
し
、
前
掲
高
松
高
判
昭
和
六
一
年
の
よ
う
に
強
盗
と
い
う
重
大
な
犯
罪
遂
行
に
利
用
す
る
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
他
人
の
猟
銃
・
散
弾
実
包
を
犯
罪
の
凶
器
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
（
鰍
牌
磁
燗
㎎
薩
訊
差
灯
刑
）
が
こ
と
さ
ら
に
重
視
さ
れ
る
と
す
る
と
、
使
用
目
的
の
悪
性
が
「
領
得
の
意
思
」
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
論
の
是
非
は
別
と
し
て
、
論
理
的
に
妥
当
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
第
二
に
、
「
他
人
の
財
物
の
効
用
を
利
用
す
る
方
法
で
利
用
・
処
分
す
る
意
思
」
、
す
な
わ
ち
利
欲
的
な
意
思
が
必
要
な
点
で
あ
る
。
こ
の
意
思
の
有
無
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
窃
盗
罪
と
殿
棄
・
隠
匿
罪
と
の
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
な
す
。
　
私
見
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
所
有
権
に
対
す
る
現
実
的
侵
害
は
、
法
律
的
処
分
は
も
と
よ
り
、
経
済
的
利
用
・
処
分
に
限
ら
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
九
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
○
ず
、
殿
棄
・
隠
匿
に
よ
っ
て
も
発
生
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
殿
棄
・
隠
匿
目
的
で
の
財
物
の
奪
取
行
為
は
、
利
欲
的
意
思
が
欠
け
る
以
上
、
責
任
要
素
が
存
在
せ
ず
窃
盗
罪
を
構
成
し
な
い
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
も
っ
と
も
、
判
例
の
よ
う
に
、
「
他
人
ノ
物
ヲ
自
己
ノ
所
有
物
ト
シ
テ
」
と
か
、
　
一
部
の
学
説
の
よ
う
に
「
そ
の
財
物
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
所
有
者
と
し
て
振
舞
う
意
思
」
と
か
の
要
件
を
不
要
と
し
た
の
は
、
強
盗
罪
、
詐
欺
罪
・
恐
喝
罪
に
お
け
る
利
得
罪
（
陀
だ
絋
諜
兜
顎
ゴ
陀
訊
毯
の
よ
う
に
、
明
文
で
「
不
法
ノ
利
益
ヲ
…
他
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
得
セ
シ
メ
タ
ル
」
場
合
も
犯
罪
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
場
合
は
別
と
し
て
、
利
欲
的
意
思
は
利
己
的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
窃
盗
罪
に
お
い
て
は
第
三
者
領
得
の
意
思
は
含
ま
な
い
と
考
　
　
　
　
　
　
（
8
）
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
経
済
的
用
法
」
と
せ
ず
、
「
そ
の
物
の
効
用
の
利
用
」
に
ま
で
拡
大
し
た
の
は
、
「
経
済
的
用
法
」
で
は
窃
盗
罪
の
成
立
範
囲
を
限
定
し
す
ぎ
る
半
面
に
、
盗
窃
罪
の
客
体
た
る
財
物
は
必
ず
し
も
経
済
的
交
換
価
値
を
要
し
な
い
の
で
、
「
経
済
的
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
法
に
し
た
が
っ
た
」
利
用
の
不
可
能
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
単
な
る
「
物
の
用
法
に
し
た
が
っ
て
利
用
・
処
分
す
る
意
思
」
と
い
っ
た
客
観
的
に
裏
づ
け
の
な
い
行
為
者
の
内
心
の
利
欲
的
動
機
・
目
的
の
み
に
よ
っ
て
犯
罪
類
型
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
　
窃
盗
罪
と
殿
棄
・
隠
匿
罪
と
の
区
別
は
、
行
為
の
基
礎
に
あ
る
客
観
的
事
情
を
総
合
し
て
、
占
有
移
転
の
有
無
及
び
そ
れ
に
と
も
な
う
利
欲
的
意
思
の
取
得
の
可
能
性
に
求
め
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
　
こ
の
場
合
、
そ
の
根
拠
を
責
任
故
意
と
し
て
の
不
法
領
得
の
意
思
の
不
存
在
で
な
く
、
客
観
的
な
利
益
移
転
の
不
存
在
に
求
め
る
見
解
　
　
（
紛
）
が
あ
る
。
　
客
観
的
な
利
益
の
取
得
を
利
欲
的
意
思
の
取
得
の
可
能
性
と
同
一
に
理
解
す
れ
ば
、
結
論
に
お
い
て
違
い
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
行
為
に
客
観
化
さ
れ
た
利
欲
的
意
思
を
責
任
要
素
と
把
え
る
私
見
と
は
、
そ
の
論
理
構
成
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
1
）
　
本
権
説
の
論
拠
と
し
て
は
、
本
文
で
説
明
し
た
理
由
の
他
、
窃
盗
罪
の
規
定
が
「
他
人
の
所
有
物
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
旧
刑
法
三
三
六
条
を
　
　
継
承
し
て
い
る
こ
と
、
所
持
説
の
よ
う
に
刑
法
二
四
二
条
を
注
意
規
定
と
考
え
る
の
は
不
臼
然
で
あ
る
こ
と
、
本
権
説
に
よ
っ
て
の
み
窃
盗
後
の
　
　
横
領
・
損
壊
が
不
可
罰
的
事
後
行
為
と
さ
れ
る
理
由
が
説
開
し
う
る
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
塚
仁
・
前
掲
注
解
刑
法
一
〇
三
七
頁
以
下
　
　
参
照
。
（
2
）
斎
藤
豊
治
「
不
法
領
得
の
意
思
」
現
代
刑
法
講
座
四
巻
二
四
四
頁
以
下
。
な
お
、
本
稿
の
内
容
は
、
斎
藤
教
授
の
所
説
か
ら
教
示
さ
れ
る
点
が
　
　
多
か
っ
た
。
（
3
）
　
こ
の
点
を
萌
示
す
る
も
の
と
し
て
仲
地
哲
也
「
不
法
領
得
の
意
思
」
刑
法
の
争
点
二
一
五
頁
。
な
お
、
江
家
義
男
・
前
掲
二
七
三
…
二
七
四
　
　
頁
、
前
野
育
三
・
前
掲
論
争
刑
法
二
九
二
頁
、
岡
野
光
男
「
窃
盗
罪
と
不
法
頷
得
の
意
思
」
セ
ミ
ナ
；
法
学
全
集
刑
法
H
二
一
五
頁
参
照
。
（
4
）
　
斎
藤
教
授
は
、
「
窃
盗
罪
が
行
為
者
人
格
に
根
ざ
す
も
の
が
少
な
く
な
い
反
面
、
機
会
犯
あ
る
い
は
一
過
性
の
も
の
も
多
数
存
在
す
る
。
窃
盗
　
　
罪
の
成
立
に
つ
き
、
当
該
行
為
者
類
型
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
は
西
必
要
と
は
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
窃
盗
罪
を
利
欲
犯
と
　
　
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
行
為
者
類
型
的
罪
質
と
し
て
と
ら
え
、
享
益
の
意
思
を
そ
の
主
観
面
に
お
け
る
徴
表
　
　
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
る
。
前
掲
二
五
七
頁
。
そ
の
指
摘
は
正
当
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
、
常
習
賭
博
罪
を
含
め
、
　
　
常
習
性
を
行
為
者
の
属
性
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
平
野
竜
一
「
人
格
責
任
と
行
為
責
任
」
刑
法
の
基
礎
三
七
頁
参
照
。
（
5
）
　
大
塚
仁
・
前
掲
注
解
刑
法
一
〇
六
一
頁
。
な
お
、
窃
盗
は
、
労
力
に
よ
る
不
相
応
な
財
貨
を
獲
得
す
る
不
労
所
得
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
領
得
の
　
　
意
思
に
よ
る
財
物
の
奪
取
は
、
経
済
的
満
足
を
得
な
い
殿
棄
罪
と
同
一
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
吉
田
常
次
郎
「
刑
　
　
事
法
判
例
研
究
」
三
一
八
頁
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
で
は
、
勤
労
に
よ
る
利
得
と
い
っ
た
一
種
の
社
会
的
法
益
を
も
窃
盗
罪
の
法
益
と
さ
ぜ
る
を
　
　
え
な
い
こ
と
と
な
り
、
大
塚
教
授
に
対
す
る
の
と
同
様
の
批
判
が
妥
当
す
る
。
同
旨
斎
藤
豊
治
・
前
掲
二
五
五
頁
。
（
6
）
　
斎
藤
教
授
は
、
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
き
、
　
一
種
の
二
分
説
に
到
達
し
た
と
し
、
　
一
つ
は
所
有
権
の
危
胎
化
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
故
意
で
あ
東
　
洋
法
　
学
四
八
一
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
二
　
　
り
、
他
の
一
つ
は
、
責
任
要
素
と
し
て
の
利
欲
的
動
機
・
享
益
の
意
思
と
構
成
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪
論
の
基
本
的
ル
！
ル
に
忠
実
で
あ
ろ
　
　
う
と
す
れ
ぽ
、
二
つ
の
異
質
の
要
素
を
無
理
に
結
合
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
判
例
の
標
準
的
定
義
の
三
要
素
も
そ
の
ま
ま
で
は
維
持
し
難
い
　
　
と
い
う
。
前
掲
二
六
六
頁
。
し
た
が
っ
て
、
不
法
領
径
の
意
思
の
統
一
的
定
義
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
私
見
は
斎
藤
説
に
基
本
的
に
　
　
は
依
拠
し
つ
つ
、
そ
の
実
擦
的
機
能
と
の
関
連
で
、
犯
罪
論
体
系
に
占
め
る
位
置
づ
け
の
違
い
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
定
義
づ
け
を
試
み
た
わ
　
　
け
で
あ
る
。
（
7
）
　
同
雷
新
倉
修
「
窃
盗
罪
②
ー
使
用
窃
盗
」
刑
法
演
習
豆
（
各
論
）
八
一
頁
。
（
8
）
　
斎
藤
教
授
は
、
「
実
際
問
題
と
し
て
は
、
第
三
者
に
享
益
さ
せ
る
意
思
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
併
存
し
て
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
、
自
己
の
利
　
　
益
を
は
か
る
意
思
を
伴
う
ば
あ
い
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
者
と
は
完
全
な
他
人
を
意
味
し
、
自
己
と
利
害
関
係
を
同
じ
く
す
る
者
の
　
　
利
益
を
は
か
る
こ
と
は
、
や
は
り
利
己
的
動
機
と
み
て
よ
い
。
従
っ
て
、
自
己
領
得
に
か
ぎ
る
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
不
都
合
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
　
　
う
。
」
と
い
わ
れ
る
。
前
掲
二
五
九
頁
。
（
9
）
　
西
原
春
夫
・
前
掲
二
二
頁
。
不
法
領
得
の
意
思
の
定
義
に
つ
い
て
は
私
見
と
西
原
教
授
の
見
解
は
一
致
す
る
が
、
西
原
教
授
が
故
意
を
超
過
　
　
す
る
主
観
的
要
素
と
考
え
る
点
は
、
他
の
必
要
説
と
間
一
で
あ
り
、
私
見
と
は
異
な
る
。
同
一
二
一
頁
。
（
憩
）
　
前
野
育
三
・
前
掲
刑
法
演
習
（
各
論
）
七
三
－
七
四
頁
。
五
　
お
　
わ
　
り
に
　
不
法
領
得
の
意
思
不
要
説
は
、
占
有
移
転
の
有
無
と
い
う
客
観
的
基
準
に
よ
っ
て
窃
盗
罪
の
成
立
範
囲
を
画
す
る
点
で
、
明
確
性
に
お
い
て
は
必
要
説
に
す
ぐ
れ
て
い
る
半
面
、
処
罰
範
囲
が
広
が
り
す
ぎ
る
点
の
あ
る
こ
と
も
疑
い
が
な
い
。
　
判
例
が
所
持
説
に
転
換
し
な
が
ら
、
な
お
不
要
説
に
躊
躇
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
、
不
法
領
得
の
意
思
の
有
す
る
処
罰
限
定
機
能
を
捨
て
き
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
し
か
し
、
観
念
的
な
所
有
権
の
保
護
か
ら
、
自
動
車
等
の
発
達
に
と
も
な
う
事
実
的
な
使
用
収
益
権
能
の
刑
法
的
保
護
の
必
要
性
と
い
う
社
会
・
経
済
的
変
化
は
、
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
も
、
は
じ
め
豊
富
な
内
容
を
盛
り
込
み
厳
格
な
認
定
を
し
て
き
た
も
の
が
、
や
が
て
多
義
的
で
不
明
確
と
な
り
、
そ
の
構
想
す
る
内
容
が
希
薄
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
要
説
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
現
情
は
否
定
し
難
い
。
そ
の
事
情
は
必
要
説
に
立
つ
学
説
の
内
部
に
お
い
て
も
妥
当
し
、
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
及
び
機
能
の
把
え
方
も
論
者
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
不
法
領
得
の
意
思
が
使
用
窃
盗
さ
ら
に
は
殿
棄
・
隠
匿
罪
と
の
区
別
に
お
い
て
十
分
に
機
能
し
え
ず
、
窃
盗
罪
が
殿
棄
罪
よ
り
重
く
処
罰
さ
れ
る
理
由
を
不
法
領
得
の
意
思
か
ら
説
き
え
な
い
も
の
で
は
な
い
、
と
の
不
要
説
の
批
判
を
率
直
に
採
り
入
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
問
題
解
決
策
で
は
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
不
法
領
得
の
意
思
の
要
否
、
内
容
、
さ
ら
に
は
機
能
に
つ
い
て
法
益
保
護
の
原
則
及
び
責
任
主
義
と
い
う
刑
法
の
基
本
原
則
に
立
ち
帰
っ
て
、
窃
盗
罪
の
罪
質
か
ら
、
今
一
度
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た
。
　
そ
の
結
果
、
窃
盗
罪
の
罪
質
の
二
面
性
か
ら
、
　
一
方
で
窃
盗
罪
の
基
本
法
益
は
所
有
権
で
あ
り
、
処
罰
の
中
心
は
そ
れ
に
対
す
る
侵
害
・
危
険
に
あ
り
、
所
有
権
侵
害
・
危
険
の
認
識
・
認
容
は
窃
盗
罪
の
故
意
を
構
成
す
る
。
他
方
で
、
窃
盗
罪
は
利
欲
犯
の
典
型
で
あ
り
、
財
物
の
奪
取
行
為
に
客
観
化
さ
れ
た
利
欲
的
意
思
は
責
任
要
素
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
右
の
よ
う
に
不
法
領
得
の
意
思
を
再
構
成
す
れ
ば
、
不
法
領
得
の
意
思
の
有
す
る
実
際
的
機
能
は
、
な
お
こ
れ
を
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
　
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
同
じ
必
要
説
に
よ
り
つ
つ
も
、
故
意
と
は
別
個
の
主
観
的
違
法
要
素
と
位
置
づ
け
る
従
来
の
見
解
と
は
基
本
的
　
　
　
　
東
　
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
三
　
　
　
　
窃
盗
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
四
に
異
な
る
。
　
も
と
よ
り
、
そ
の
論
証
に
あ
た
っ
て
は
、
詳
細
な
判
例
及
び
学
説
の
分
析
と
具
体
的
事
案
に
お
け
る
私
見
の
適
用
の
是
非
、
そ
の
射
程
範
囲
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。
　
と
り
わ
け
、
他
の
必
要
説
と
は
、
犯
罪
論
体
系
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
と
も
な
う
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
及
び
機
能
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
こ
と
が
よ
り
妥
当
す
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
小
稿
に
お
い
て
、
右
の
意
図
を
達
成
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
問
題
提
起
の
意
味
で
私
見
の
一
端
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
　
論
旨
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
大
枠
に
お
い
て
は
、
　
ヒ
ン
ト
を
得
た
斎
藤
教
授
の
所
説
と
大
差
は
な
い
が
、
細
部
に
つ
い
て
は
、
な
お
私
な
り
の
見
解
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
本
格
的
な
論
旨
展
開
は
他
日
を
期
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
